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その 2  住宅に関する意識分析と温熱環境調査結果 
 
The Modern Environmental Changes and the Life and Culture Transformation  
in Northern Tohoku Region, Japan  




Yoshinori HONMA, Takashi SASAKI, Toshiyuki CHIBA,  
Eiko Hara KUSABA, Masashi KAWASAKI and Reiko OSATO 
 
The indoor temperature and humidity in fourteen residences located in four areas in Iwate Prefecture were measured, and 
questionnaire surveys related to evaluation of house condition were also executed. The reciprocity between occupant’s 
behavior and indoor thermal environment in winter season was analyzed. It is clarified from surveys that comprehensive 
residential evaluation has a low correlation with thermal environmental factors. 
The result of measuring indoor temperature and humidity shows the significant temperature difference between rooms, 
especially in bed rooms and bathrooms which don’t have any heater and are in harsh conditions that their temperature 
occasionally drops to below freezing, and that the residents live in the cold rooms by wearing heavy clothes or using partial 
heating appliances. 
 
Keywords:   Inhabitants’ Residential Evaluation, Cross Tabulation, Indoor Thermal Environment 
           住環境評価，クロス集計，室内温熱環境 
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注）本報告は 2010 年 9 月に Bicol University, City of Regazpi, Philippine で開催された”The 4th Asian Rural Sociology Association International 
Conference”において発表した内容を改変してまとめたものである。  
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地区合計 404/464 件、有効回答率 87.1％）。 
また、アンケートに協力頂いた世帯のうち、室内環
境測定に関する詳細調査に協力をいただける住戸を各
地域 2～6 軒程度選定し、協力を依頼した。 
 
2.2 室内温熱環境調査の概要 
室内環境調査は 2009 年 3 月から 12 月にかけて順次


































































































4.9%"%" on top  means (number of each category)
compare to (whole number)
図 1 調査した住宅の建築経過年数分布 


























































































































































































































































































































図 3 西根地区の築年数ごとの住宅改修割合 
図 4 渋民地区の築年数ごとの住宅改修割合 
図 5 久慈地区の築年数ごとの住宅改修割合 
図 6 川井地区の築年数ごとの住宅改修割合 
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は 1 時間である。 
 
2.3 調査対象の住宅属性 
図 1に４地区 404 軒の建築年の分布を示す。4地区
併せてみると築後 10～15年および 20～25年の住宅の
割合が 13.8%で最も多く、約半数が 25年以内に新築さ































































































表 2 クロス集計結果（広さ・間取りと総合評価） 
表 3 クロス集計結果（収納スペースと総合評価） 
表 4 クロス集計結果（災害時の安全性と総合評価） 
表 5 クロス集計結果（傷み具合と総合評価） 
表 6 クロス集計結果（温熱感評価と総合評価） 
表 7 クロス集計結果（温熱感評価と広さ・間取り） 
表 8 クロス集計結果（温熱感評価と傷み具合） 
不満 やや不満 どちらでもない まあ満足 満足
不満 19 8 3 3 0
やや不満 6 51 5 22 10
どちらでもない 1 9 20 23 7
まあ満足 0 6 5 83 43








不満 やや不満 どちらでもない まあ満足 満足
不満 25 21 2 4 0
やや不満 7 42 18 24 1
どちらでもない 1 10 16 10 1
まあ満足 0 16 21 66 4









不満 やや不満 どちらでもな まあ満足 満足
不満 21 12 1 0 0
やや不満 5 43 12 10 0
どちらでもない 6 29 39 17 3
まあ満足 1 7 7 98 10










不満 やや不満 どちらでもな まあ満足 満足
不満 26 19 3 0 0
やや不満 5 58 21 34 0
どちらでもない 2 8 28 28 1
まあ満足 0 8 7 67 10







不満 やや不満 どちらでもな まあ満足 満足
暑い 0 0 1 0 0
やや暑い 1 1 0 1 0
暖かい 2 14 6 15 4
中立 20 73 47 110 21
やや寒い 8 5 6 11 0








不満 やや不満 どちらでもな まあ満足 満足
暑い 0 0 1 0 0
やや暑い 0 1 1 1 0
暖かい 1 12 2 13 13
中立 17 55 29 106 64
やや寒い 6 6 0 13 5








不満 やや不満 どちらでもな まあ満足 満足
暑い 0 0 1 0 0
やや暑い 0 1 2 0 0
暖かい 3 22 4 8 4
中立 36 84 56 76 19
やや寒い 7 11 4 7 1
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その実態を把握するために各地域 2～5 軒、計 14 軒の
室内温湿度の測定を行った。概要を表 9 に示す。 
表 9 実測住宅 14 軒の概要 
住宅名 建築年 改修年 居住人数 構造 
H1  1959  1985  1  木造 
H2  1966  ‐  4  木造 
H3  1970  1990  4  木造 
H4  1965  1993  2  木造 
H5  1970  1993  5  木造 
T1  1979  ‐  2  木造 
T2  1988  ‐  4  木造 
T3  1997  ‐  2  木造 
T4  1984  1998  2  木造 
KA1  1919  1971  4  木造 
KA2  1960  1988  5  木造 
KA3  1969  1988  6  木造 
KU2  1999  ‐  4  木造 
KU3  1999  ‐  3  木造 



















































































































14.3 2.3 3.2 -1.2
H1






























15.4 2.1 7.9 -1.2
H2






























16.4 2.0 9.3 -1.2
H3






























24.1 4.8 5.3 -1.2
H4






























20.6 3.2 5.1 -1.2
H5






























13.2 3.7 6.5 -1.2
T1






























14.8 5.2 6.3 -1.2
T2






























22.6 18.8 16.6 -1.2
T3






























13.8 5.6 1.2 -0.1
KA1






























15.1 7.7 5.9 -1.2
T4






























16.1 5.4 -0.7 -0.1
KA2






























5.8 3.8 4.1 -0.1
KA3






























20.5 12.3 8.9 1.1
KU2






































図 7-1 H1 邸各部温度 図 7-2 H2 邸各部温度 
図 7-3 H3 邸各部温度 図 7-4 H4 邸各部温度 
図 7-5 H5 邸各部温度 図 7-6 Ｔ１邸各部温度 
図 7-7 T2 邸各部温度 図 7-8 Ｔ3 邸各部温度 
図 7-9 T4 邸各部温度 図 7-10 KA1 邸各部温度
図 7-11 KA2 邸各部温度 図 7-12 KA3 邸各部温度
図 7-13 KU2 邸各部温度 図 7-14 KU3 邸各部温度
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また、寝室の平均温度は T3 以外全て 10℃以下であ
り、5℃以下の住宅も 14 軒中８軒存在している。特に
平均値－標準偏差の値が０℃以下になっている住宅が




















 図 8-1 から 8-3 に、最も冷え込みが厳しくなる 2010




典型的な 1 日の推移を示すものである。 









一方で KA1 邸のように終日 10℃以下の住宅もある。 
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等促進法（昭和 28 年制定）の根拠となっている。 
 
表 室内設計温湿度 13)より引用 
平均気温（℃） 平均湿度（％） 
室の種類 
昼間 夜間 昼間 夜間 
暖房する室 18  5  65  80 
暖房する室の押入れ 16  3～4  70  約 80 
非暖房室（居室） 5～8  5  75～80 80 
非暖房室の押入 1～5  1～2  約 80  80～85 
 
表 各部の熱貫流率（kcal/m2h℃） 13)より引用 
地域 外壁 隔壁 最上階の天井 最下階の床 
甲 1.7  2.4  1.8  1.4 
乙 1.3  2.4  1.4  1.3 
丙 1.1  2.2  1.1  1.2 
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図 11 着衣熱抵抗と居間平均温度の関係と温熱感 
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